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開
催
趣
意

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
な
文
化
を
築
い
て
い
く
時
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
伝
統
を
活
か
し
た
独
創
的
な

視
野
に
立
ち
、
文
化
の
創
造
が
は
か
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
、
生
活
様
式
や
価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か
で
、
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
自
主
的
な
住
民
参
加
に
よ
る
明
野
薪
能
開
催
は
、
地
域
の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
上
で
、
大

き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

特
に
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
日
本
の
伝
統
芸
能
に
直
接
触
れ
る
体
験
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
・
芸
能
に
対

す
る
誇
り
や
愛
着
を
醸
成
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
言
え
ま
す
。

明
野
薪
能
公
演
は
、
地
域
住
民
の
企
画
・
運
営
・
舞
台
制
作
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
能
・
狂
言
を
と
お
し
て
、
地
域
で
の
文
化
の
創
造
と
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
舞
台
で
演
じ
る
こ
と
で
伝
統
文
化
を
肌
で
感
じ
、
感
動
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
な
か
で
、
創
る

感
動
・
参
加
す
る
感
動
・
観
る
感
動
を
多
く
の
方
々
と
共
有
で
き
る
こ
と
を
願
い
開
催
す
る
も
の
で
す
。
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